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研究成果の概要（和文）：本研究課題は、イラン・イスラム共和国で話されているチュルク系の危機言語であるハラジ
語について、語彙構造や文法構造の観点から、現在の状況を記述することである。この目的を達成するために、すでに
記述された言語資料だけでなく、現地調査を実施することにより現在の様相を明らかにした。本研究成果は、収集した
記述的言語資料の分析のみならず、一般言語理論に対する貢献を含むものである。研究成果は日本、トルコ、フランス
等の国の内外で口頭発表や学術論文および学術研究書の出版を通して精力的に発表した。

研究成果の概要（英文）：The aim of our research project is to describe the current state of endangered 
Turkic Khalaj, which is spoken in the Islamic Republic of Iran, with respect to both lexical and 
grammatical structures. To attain this goal, we conducted field research as well as analyses of 
documented materials to expose the current states of the language. Our contributions are not only limited 
to descriptive analysis of collected linguistic materials, but also include theoretical contributions for 
general linguistic theory. Our findings are presented in international conferences held at France, Japan 
and Turkey, and published as articles in academic books and journals.
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１．研究開始当初の背景 
 
(1) ハラジ語は、イラン・イスラム共和国中
部の非常に狭い山岳地域で話されているト
ルコ系（チュルク諸語）の極小言語であるが、
その系統は明らかになっておらず、非常に古
い言語形式を保持しているという点で注目
を集めている。 
 
(2) ハラジ語を母語とするハラジ族の話者数
は、試算によると約 28,000 人とされるが、
実数はさらに少ないと考えられ、すでに若年
層の話者はペルシア語にシフトしており、今
世紀中に消滅するであろうとされる。 
 
(3) 本研究は、ハラジ民族出身の母語話者の
面接調査に基づく言語記述や文献調査によ
り、記述的・理論的分析を試みるものである。
日本国内においてはハラジ語についての研
究実績はなく、本研究は海外で行われてきた
記述的言語研究の補完を意図している。 
 
２．研究の目的 
 
(1)イランのチュルク語系の極小言語である
ハラジ語の音韻および文法について現地調
査を行うことにより、言語記述とその理論的
な意味合いについての分析を行い、言語の実
態を明らかにする。 
 
(2)ハラジ語の特筆すべき点は、系統的に周辺
のチュルク語南西グループ（オグズグルー
プ）に属しておらず、チュルク語の古い形式
を保持している点にある。このことは、言語
史や言語接触の観点から非常に注目されて
おり、現状の調査と分析が急務である。 
 
３．研究の方法 
 
本研究の分析方法は概ね以下の通りである。 
 
(1)ハラジ語の古い形式の保持に注視しなが
ら音声や文法を含む言語の記述を行った。 
 
(2) 他動性等の語形成に関わる言語資料の
重点的に調査し、形態的にみられる言語変容
の解明を行った。 
 
(3)言語変容の要因の分析を目的とする言語
接触理論や文法理論に対する新しい言語デ
ータの提供を行った。 
 
(4)ハラジ語の理解と将来展望に向けて、そ
の現状の報告を行った。 
 
(5)研究成果の迅速な公開と社会的還元を行
った。 
 
４．研究成果 
 

ハラジ語の研究は初期の記述的研究から既
に約 40 年が経過しているが、近年の急速な
言語変容の状況が十分に明らかになってい
るとはいえない。本調査を実施することによ
り、主に次のような点からある程度の現状の
把握が可能となった。 
 
(1)基礎語彙を中心に、形態構造と統語構造
の全体像を音声データと共に調査し現時点
での状況を記述した。 
 
(2)言語接触による言語変容の提示すること
により、一般言語学的な貢献をした。具体的
には関係節化や他動性についての理論的分
析を行い、従来の記述的研究に欠けている視
点を提供した（国際学術雑誌へ論文として出
版）。 
 
(3)非専門家や一般社会の人々に対してハラ
ジ語の社会的・文化的状況を情報発信するこ
とにより、少数民族や少数言語がかけがえの
ない存在であることを伝えた（国内研究会で
の発表や海外の研究者を招いてセミナーの
実施）。 
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